
大津市における歴史的事象について 
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１． 大津市に係る主な歴史的事象 

・近江大津宮遷都以前 

日本書紀や古事記によれば、大和朝廷成立期の 4 世紀頃、景行
けいこう

・成務
せ い む

・仲 哀
ちゅうあい

の三天皇

が高穴穂宮
たかあなほのみや

（現在の穴太
あ の う

）を都としたと伝えられている。また、百 穴
ひゃっけつ

古墳や穴太
あ の う

古墳

は渡来人のものらしく、大 友
おおともの

村主
す ぐ り

、穴太村主
あ の う の す ぐ り

などの勢力が存在したと伝えられている。

また、これらのことが天智
て ん じ

天皇による大津京遷都に影響したとする説もある。 

・646 年に近江
お う み

の国府
こ く ふ

を設置 

近江国は、藤 原
ふじわらの

仲麻呂
な か ま ろ

をはじめとする律令政府の最高位ないしそれに準じた地位にあ

った最高級貴族が、近江守
おうみのかみ

に就任しているという特異な国であった。 

・667 年に天智天皇により近江大津宮へ遷都 

緊迫した東アジア情勢のもと、国防を主な目的とした緊急避難的な遷都であったと考え

られており、飛鳥と連携して中央政府機能を果たしていた。 

都が置かれたのは短期間であったが、庚午
こ う ご

年 籍
ねんじゃく

（我が国最古の戸籍）の作成、官制の

施行など律令体制の基礎づくりという重要な取り組みが行われた。 

・672 年に近江大津宮廃都 

壬申の乱により近江朝廷が敗退、大津宮は廃され飛鳥
あ す か

浄御原宮
きよみはらのみや

に遷都された。 

・761 年、保良宮
ほ ら の み や

（伽藍山
が ら ん や ま

西部と想定されている。）に遷都 

遷都は藤 原
ふじわらの

仲麻呂
な か ま ろ

が推進したとされている。 

この際、鎮護
ち ん ご

の寺として石山寺
いしやまでら

の寺観
じ か ん

が整った。（747 年に聖武
しょうむ

天皇の命で良弁
ろうべん

が開

創） 

・785 年に最澄が比叡山に登り、788 年に薬師堂
や く し ど う

を創建、比叡山寺と称す 

823 年鎮護国家の道場として朝廷に信仰され、延暦寺の寺号
じ ご う

を与えられた。 

・866 年に延暦寺の円珍
えんちん

が園城寺
おんじょうじ

を天台
てんだい

別院として再興 

7 世紀後半、大津京の南端に大 友
おおともの

皇子
お う じ

の子 与
よ

多
た

王
おう

が創建したと伝えられる。 

・近江
お う み

八景
はっけい

の誕生 

応仁の乱以降、戦乱を避けて大津に滞在する風流人が多く、その人々により大津の名勝

の中から近江八景が生まれた。 

・交通の要衝としての発展 

京と東国
とうごく

・北国
ほっこく

を結び、水陸の交通拠点となる大津、坂本、堅田
か た た

は軍事上あるいは物資

の中継基地として重視され、大津城、坂本城等が築かれ、また港町、宿場町として発展

した。また、経済的な発展に支えられ町 衆
まちしゅう

文化も栄えた。 
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≪各時代の主要な歴史的資源≫ 

時代区分 主要な資源 歴史的位置づけ 関連資源 

飛鳥・奈良時代 近江
お う み

大津
お お つ

京
きょう

 大化改新後、律令制体制の基礎づく

りが行われた我が国の都 
近江
お う み

大津宮
おおつのみや

錦織
にしごり

遺跡、 南
みなみ

滋賀町
し が ち ょ う

廃寺
は い じ

跡、穴太廃寺
あ の う は い じ

跡、

崇福
すうふく

寺
じ

跡、園城寺
おんじょうじ

前身寺院

跡 

 石山寺
いしやまでら

 平城京の陪都
ば い と

保良宮
ほ ら の み や

（761 年遷都）

の鎮護の寺として整備。平安後期に

観音霊場として著名となった。 

石山寺
いしやまでら

（伽藍山
が ら ん や ま

、瀬田
せ た

川）

 近江
お う み

国府
こ く ふ

 奈良時代から平安時代初期にかけ

て、中央から国司が派遣された政庁

跡。 

近江
お う み

国 庁
こくちょう

跡、惣山
そうやま

遺跡、

堂ノ上
ど う の う え

遺跡、中路
ちゅうろ

遺跡 

平安時代 延暦寺
えんりゃくじ

 天台宗の総本山。785 年に最澄が

開いて後、仏教の中心地として、広

く信仰を集めている。 

根本
こんぽん

中 堂
ちゅうどう

、釈迦堂
し ゃ か ど う

、横川
よ か わ

中 堂
ちゅうどう

等（比叡山
ひ え い ざ ん

） 

 園城寺
おんじょうじ

 平安時代に円珍が天台別院として

再興。延暦寺の山門に対して寺門と

呼ばれた。 

園城寺
おんじょうじ

（長等山
な が ら や ま

） 

鎌倉時代 （延暦寺
えんりゃくじ

） 鎌倉新仏教の開創者を多く輩出。  

 （園城寺
おんじょうじ

、石山寺
いしやまでら

） 西国三十三所観音巡礼の札所
ふだしょ

とし

て広く信仰を集めた。 

 

室町時代 西教寺
さいきょうじ

 天台
てんだい

真 盛 宗
しんせいしゅう

の総本山。1486 年、

真盛
しんせい

が再興。 

西教寺
さいきょうじ

 

 近江
お う み

八景
はっけい

 応仁の乱以降、戦乱を避けて大津に

滞在する風流人の中から近江八景

が生まれた。（江戸初期に現在の八

景が定着。） 

園城寺
おんじょうじ

、石山寺
いしやまでら

、浮
うき

御堂
み ど う

、

唐崎
からさき

神社、瀬田
せ た

唐橋
からはし

、(粟津
あ わ づ

の湖岸：なぎさ公園) 

 堅田
か た た

 「諸浦
しょうら

の親郷
おやごう

」として先導的地位を

得、湖上を制覇した。百姓・商工業

者の全 人 衆
まとうどしゅう

、地 侍
じざむらい

、土豪
ど ご う

層による

殿 原 衆
とのばらしゅう

といった村落組織を結成

し、独自の文化を形成してきた。 

本福寺
ほ ん ぷ く じ

（全 人 衆
まとうどしゅう

の結束の中

核）、祥瑞寺
しょうずいじ

（殿 原 衆
とのばらしゅう

の結

束の中核） 

 坂本
さかもと

 延暦寺
えんりゃくじ

・日吉大社
ひよしたいしゃ

の門前に位置し、

水陸の拠点として商業的発展が見

られた。 

 

戦国時代 坂本
さかもと

城
じょう

 明智光秀が延暦寺焼き討ちの後に

築いた。 
坂本
さかもと

城
じょう

跡 

 大津
お お つ

城
じょう

 豊臣秀吉が、京・大坂・伏見と東国・

北国を結ぶ交通の拠点として大津

を重視し築いた。 

大津
お お つ

城
じょう

跡 

江戸時代 大津
お お つ

宿
じゅく

 徳川家康が大津を東海道の宿に指

定。これ以後、宿場町、港町として

賑わいを見せる。 

歴史的町並み、札
ふだ

の辻
つじ

等の

地名、大津
お お つ

祭
まつり

 

 膳所
ぜ ぜ

城
じょう

 膳所
ぜ ぜ

崎に膳所
ぜ ぜ

城
じょう

が築かれ、城下町

が形成された。 

膳所
ぜ ぜ

城
じょう

跡、長屋門
な が や も ん

等 
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２． 大津京について 

（1） 大津京時代の概要 

① 大津京関連歴史年表 

時代 西暦 天皇 事  項 都 備  考 

飛 

鳥 

時 

代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈 

良 

時 

代 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

平 

安 

時 

代 

 

 

 

 

645 

 

646 

662 

663 

 

667 

668 

671 

 

 

672 

 

 

 

 

 

 

 
 

747 

 

 

761 

 

 

 

788 

 

 

794 

 

862 

 

皇極
こうぎょく

 

 

孝徳
こうとく

 
 
 

天智
て ん じ

 

 

 

 

 

 

 
 

弘文
こうぶん

 

 

 

 
 

天武
て ん む

 

 
 

聖武
しょうむ

 

 

 

 

 

 

 

桓武
か ん む

 

 

 

 

 

 

清和
せ い わ

 

 

 
 
●大化の改新 
 …中大兄皇子（後、天智） 

●近江の国府を瀬田に置く 
  ⇒708 年から常駐 
 

●白村江
はくすきのえ

の戦 

 

★大津宮遷都 

●崇福
すうふく

寺
じ

建立 

●近江令
おうみりょう

制定 

○天智天皇死去 

 

●壬申の乱 

 …大友
おおともの

皇子
お う じ

(近江
お う み

朝廷
ちょうてい

､天智
て ん じ

の子)

× 大海人
おおあまの

皇子
お う じ

（天智
て ん じ

の弟） 

 …大海人
おおあまの

皇子
お う じ

（後、天武
て ん む

）勝利によ

り、乱後、大津宮荒廃 
 

★飛鳥
あ す か

浄御原宮
きよみはらのみや

遷都 

 
 
●良弁、石山寺開創 
 …聖武天皇命による 

 

●保良宮
ほ ら の み や

の造営ほぼ完成 
  ⇒石山寺を鎮護の寺として整備

 
 
 

●最澄、比叡山寺創建 
  ⇒823 年 延暦寺に改名 

 

●古津を「大津」に改称 

 

 

●円珍、園城寺（三井寺） 

再興 
 …園城寺は７世紀後半、大友皇子の

子与多王が建立したと伝えられる

 

 

難波
な に わ

豊碕宮
とよさきのみや

 

 

 

 

 

 

近江大津宮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飛鳥浄御原宮 

 
 

平城京 

 

 

 

 

 

 

 

長岡京 

 

 

 

平安京 

 

 

 

近江
おうみ

国府
こくふ

 

国府とは、中央政府より派遣される地方官（国司
こくし

）

が事務をとった役所（国衙
こくが

または国庁
こくちょう

）があった

場所。 

近江国府の長官である近江守
おうみのかみ

は、奈良～平安時代

にかけて、藤原
ふじわらの

仲麻呂
な か ま ろ

をはじめとする律令政府の

最高位ないしそれに準じた地位にあった最高級貴

族が就任するという特異な国であった。 

 

 

大津宮遷都 

667年、天智天皇が飛鳥から近江大津に都を移し、

大津の地名がこの時に始まる。 

大津宮の範囲の目安としては「園城寺」─「穴太」

間といえ、その地域には大津宮時代に存在したと

される四寺院(穴太廃寺、崇福寺、南滋賀町廃寺、

園城寺前身寺院)の遺構が残る。 

 

 

近江令 

天智天皇の命令を受けて藤原鎌足
ふじわらのかまたり

らが、編纂した

我が国最初の令（刑罰規定を除く基本法）である。

唐のように、法律・制度の完備した中央主権国的

な法治国家を建設ために、国家の基本法典を整備

する事が不可欠であった。 

 

保良宮 

淳仁
じゅんにん

天皇が国都平城宮とは別に近江国滋賀郡に

新設した都。推進者藤原
ふじわらの

仲麻呂
な か ま ろ

が反乱で敗死した

ため未完成のまま廃絶した。 

 

 

 

 

交通の要所 

大津宮廃都後、大津は古津（古い港）と呼ばれて

いたが、平安京遷都後は、その東玄関として、

また湖上交通、陸上交通が集中する交通の要所

として復活した。 

 

仏都「大津」 

石山寺開創、延暦寺創建、園城寺再興と「仏都」

として甦った。 
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② 大津京遷都の背景 

663年の白村江
はくすきのえ

の戦いののち、667年３月19日に中大兄皇子が都を飛鳥から近江へと遷

都し、翌年１月に天智天皇として即位した。遷都の理由としては、白村江の戦いで敗戦して

いたため、唐・新羅連合軍に攻め込まれたときのためなど諸説がある。 

７世紀中頃、朝鮮半島をめぐる情勢は緊迫していた。日本と友好関係にあった百済
くだら

は、660年

新羅によって滅ぼされ、その復興を目指して朝鮮半島に出兵した日本と百済の連合軍は、白村江

で新羅・唐に大敗北をきした。その結果、逆に日本が新羅・唐の連合軍に攻撃を受ける可能性が

懸念されたため、琵琶湖を控えた大津の地に都を移すことで、敵からの攻撃に備えるとともに、

琵琶湖の湖上交通を通じて、東国との連携を図ることを意図した。 

 

天智天皇は、天皇を中心とする中央集権国家を目指したが、遷都５年でこの世を去り、こ

の後に起こった壬申の乱によって都は再び飛鳥に戻された。 

大津に都があったのは、わずか５年間であることから、大津京の場所を特定するのは困難

であったが、昭和49年と53年の調査によって、古代の建物の柱跡が発見され、大津宮の中

心部分とされた。 

国内政治 外  交 備 考 

645 大化の改新 
…中央集権国家確立を目指す 
…クーデターによる新政権のため、反対
勢力多数 

 

 

 

660 

 

661 

 

663 

 

百済滅亡 

 

新羅征討の軍発進 

 

白村江の戦いで大敗 

 

●国際情勢 

 ・隋の滅亡、唐(618～907)の

隆盛 

 ・新羅(356～935)の強大化 

 国内外の不安定な情勢 

危機と課題を解決 

する希望の新首都 

百済復活を目指し、 

日本・百済軍 × 唐・新羅軍
●唐・新羅軍の侵攻に備え、山

城を築く 

 
667 
 

668 

 
近江大津宮遷都 

 
中大兄皇子即位（天智天皇） 

 
 
 
668 

 
 

 
新羅による朝鮮半島統一 

 

 

…それまでは、皇太子のままで執政 

後継者は大海人皇子（天智の弟）で政

界合意 

 

 

 

 

 

 

 

 

671 

 

 

 

 

672 

 
大友皇子（天智の子）、太政大臣

となる 

…大海人皇子は出家し、吉野に引退 

天智天皇死去 
 
壬申の乱 

  

 …大友皇子 × 大海人皇子 

大海人皇子 (後、天武天皇)勝利によ

り、乱後、大津宮荒廃 

 

 

 

 

673 

飛鳥浄御原宮遷都 
 
大海人皇子即位（天武天皇） 

  

 

●太政大臣は国政の最高責任者
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≪参考≫ 大津京時代関連図等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 世紀の東アジアの状況（「古代景観史の探求」金田章裕、2002 年による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古代宮都の変遷（「日本の古代宮都」岸俊男、1993 年による） 
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（2） 大津京遺構の概要 

① 研究・発掘調査の概要 

大津宮は、『日本書紀』『懐
かい

風
ふう

藻
そう

』『藤
とう

氏
し

家
か

伝
でん

』などの史料から、内裏
おおうち

・浜 台
はまのうてな

・大蔵
おおくら

・宮門
み や

・

朝 廷
ちょうてい

・大殿
おおとの

・漏刻
ろうこく

・内 裏
おおうちの

仏 殿
ほとけのみあらか

等の施設があったことがわかるが、その所在地は長い間

不明であった。所在地をめぐっては、大津市市街・錦 織
にしこおり

・ 南
みなみ

滋
し

賀
が

・滋賀里
し が さ と

・穴太
あ の う

等の説が

あり、論争が続いていたが、昭和49年錦 織
にしこおり

地区の一画で大津宮の中心施設と思われる遺構

が発見された。以後周辺地域における数次の発掘調査を経て、内裏
だ い り

正殿
せいでん

・南門・回廊・塀等

の遺構が確認され、大津宮の姿が次第に明らかとなってきた。そして、昭和54年に「近江

大津宮錦織遺跡」として国の史跡指定を受けることとなった。 

 

年  代  事  項 摘  要 
 
 
江戸後期 
～明治 

 

 

明治末年 

～大正 
 
 
 

昭和３年 

 
昭和13年 
～15年 

昭和16年 

昭和32年 

 
 

昭和42年 
 

昭和46年 

～47年 

 
 

昭和48年 

 
 

昭和49年 

 

 

昭和51年 
  

昭和54年 

 
 

昭和59年 

～60年 
 

平成９年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1928年 
 
 

1938年 
～1940年 

1941年 

1957年 

 

 
1967年 

 
1971年 
1972年 

 
 

1973年 
 
 
 

1974年 
 

 

1976年 
 

1979年 

 
 

1984年 
1985年 

 

1997年 

 
所在地論争の始まり 

●錦 織
にしこおり

の字御所ノ内
ご し ょ の う ち

周辺 
 

学問的見地からの論究 

…崇福
すうふく

寺
じ

と梵釈寺
ぼんじゃくじ

の位置から推測

●滋賀里
し が さ と

中央部から錦織 

●宮は「太鼓塚
たいこづか

」、「蟻ノ内
ありのうち

」 
 

実証的論争の始まり 

■滋賀里山中の寺院跡、南滋賀の寺院跡の発

掘調査 

 

■滋賀里山中の寺院跡、南滋賀の寺院跡の再

発掘調査 

■崇福寺跡
すうふくじあと

、国史跡指定 

■南滋賀町廃寺跡
みなみしがちょうはいじあと

、国史跡指定 
 
大津京への直接的調査の始まり 

□西大津バイパス工事に伴う文化財位置協議
 
■湖西線建設に伴う発掘調査 

  ⇒大津宮と関係のある官衙
か ん が

もしくは寺院

に伴う遺構検出 
 
■保育園建設に伴う発掘調査 

  ⇒白鳳
はくほう

期の寺院の遺構 
 
■錦織二丁目字御所ノ内での発掘調査 

  ⇒大津宮の遺構検出 
   
□穴太遺跡試掘調査開始 
 
 
■近江大津宮錦織遺跡、国史跡指定 

（以後現在迄５度にわたり追加指定） 
 
■穴太遺跡第四次発掘調査 

  ⇒穴太廃寺らしい礎石が出土 
   
■穴太廃寺跡、国史跡指定 

 
 
 
 
 
 
 

崇福寺：668年建立、滋賀里の西方山中

梵釈寺：786年建立、滋賀郡内、崇福寺

と近接 

 

＊滋賀里山中寺院跡（崇福寺）につい

てはその後の調査無し 

 

＊南滋賀寺院跡（南滋賀町廃寺）につ

いては、昭和32年の史跡指定後の現

状変更に伴い断片的調査を実施 

 

 

 

 

 

 

＊後の調査で穴太廃寺南大門付近と判

明 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊平成3年度発掘調査終了 

 平成4年度から順次、遺構表示・説明

板設置等を実施中 
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② 近江大津宮錦織遺跡の調査概要 

これまで、錦 織
にしこおり

・ 南
みなみ

滋
し

賀
が

・滋賀里
し が さ と

・穴太
あ の う

など大津北部において、滋賀県・大津市が30

年近く断続的に小規模な調査を実施した箇所は約100箇所にのぼる。このうち、錦織におい

て検出された大津京に関する遺構は10地点であるが、その大半は建物跡等の部分的な検出

である。これまでに検出された遺構は連続性の少ない、断片的な遺構ばかりである。 

 

1974年（昭和49年） 錦織地区で、大型の柱穴をもつ門（SB001）とそれにとりつい

た複廊回廊（SC001）が検出 

1975年（昭和50年） 門跡の東南約135mで桁行二間以上、梁行二間の建物が検出 

1976年（昭和51年） 南北棟の建物（SB006）が検出 

1977年（昭和52年） 南北塀（SA002）、東西塀（SA003）、桁行四間の東西棟建物

（SB003）、石敷溝
いしじきみぞ

（SD007）（SB012）が検出 

1978年（昭和53年） 一本柱列の塀（SA001）が検出 

1983年（昭和58年） 門跡の北70mで大型の東西棟建物（SB015）、SA004が検出 

 →大津宮内裏の中心部とみなしうる可能性がきわめて高くなった。 

1986年（昭和61年） 一本柱列の塀（SA005）が検出 

1993年（平成５年） SB015の北約70mで 廂
ひさし

付き建物（SB019）が検出 

＊これ以降も家屋の建替え時など継続的に調査を実施。 

 

※（  ）内は場所を特定するための記号 

ＳＢ：建物、ＳＣ：回廊、ＳＡ：塀、ＳＤ：溝 

記号に続く数字は、発掘順 

※記号数値は次ページの図参照 

 

古代において、建物設置可能な錦織・南滋賀・滋賀里・穴太の扇状地のうち、南面して左

右対称の宮域
みやいき

を建設するのに最も適した地は錦織であり、また大津京に関連する遺構が集中

して検出されるのも錦織であるため、大津京の宮域は「錦織」であったと判断される。これ

までに検出されている建物、塀をもとに大津宮の中心部構造の復原が試みられているが、現

時点では推定復原案である。 
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大津宮
おおつのみや

中枢部推定復元図 
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《参考》推定内裏
だ い り

正殿
せいでん

・内裏
だ い り

南門復原図 

近江大津宮の正殿と考えられる建物をはじめ、その前方の門・廻廊・柵列等が発掘調査によ

って確認されている。宮全体からみると、構成建物の一部にすぎないが、宮の中心部に当たる

と考えられる。 

建物はいずれも掘 立 柱
ほったてばしら

で、廻廊・長廊状建物・柵列の屋根は斉明
さいめい

天皇の飛鳥
あ す か

板 蓋 宮
いたぶきのみや

を想定

して板葺と考え、巨材で年輪にそって割った板を内側に上面にして重ねて葺き、押えをのせた

ものと推定した。正殿と南門は「扶桑
ふ そ う

略記
りゃっき

」内に崇福
すうふく

寺
じ

が檜皮葺
ひ わ だ ぶ き

と記されているので檜皮葺と

考えた。古代の檜皮葺の工法は現在とはかなり異なって、厚い皮を用い、押縁
おしぶち

を縄ぐくりで止

めたものと考えられる。 

正殿は桁行７間、梁間４間で、前期
ぜ ん き

難波宮
なにわのみや

・藤 原 宮
ふじわらきゅう

・平 城 宮
へいじょうきゅう

等の大極殿
だいごくでん

・内裏正殿が桁行

９間とするのとくらべると小規模である。構造は奈良県当麻寺
た い ま で ら

前身曼陀羅堂
ま ん だ ら ど う

に転用されている

奈良時代の小材から復原された前身建物に準じ、柱の上に桁をのせ、梁を架け、妻 飾
つまかざり

は叉首組
さ す ぐ み

、

内部は合 掌
がっしょう

として入母屋造
いりもやづくり

と推定した。 

正殿の前の南門は桁行７間、間口21mに及ぶ大規模な門で、平城宮・藤原宮の諸門が桁行５

間とするのにくらべ、７間とするのはこの門の格式をあらわしていると考えられる。 

廻廊・長 廊
ちょうろう

状建物の構造は、奈良時代に紫香楽
し が ら き

から石山寺
いしやまでら

に移築された板葺
いたぶき

の藤原豊成
ふじはらのとよなり

殿

や平城京発掘桁行で確認された構造に準じ、柱の上に梁を渡し、その上に桁をのせ、合掌は垂木
た る き

を兼ねて桁の前角にかみ合わせて止め、合掌の頂上に棟木
む な ぎ

をかぶせるようにのせ、小舞
こ ま い

をなら

べて板葺としたと推定した。 

正殿両脇の廻廊内側に掘立柱で囲まれた方形の区画があり、前期難波宮では八角の楼閣が建

つので、大津宮に於いても楼閣が計画されたと考えられるが、今のところは楼閣の存在は確認

されていない。正殿と長楼状建物の間に東西方向の柵列があるらしく、その中間にも建物のあ

った可能性があるがまだ明らかでない。柵列は平城宮第一次大極殿院外郭に使われた掘立柱か

ら復原される屋根付き、土塀塗りの構造に準じて考えた。 （奈良大学文学部教授 岡田英男 氏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：よみがえる大津京 
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 (3) 大津京周辺寺院について 

 

大津京には、同時代の寺院跡として、滋賀里
し が さ と

西方山中の崇福寺跡
す う ふ く じ あ と

、南滋賀
み な み し が

集落内の 南
みなみ

滋賀町
し が ち ょ う

廃寺
は い じ

、園城寺
おんじょうじ

（三井寺
み い で ら

）の前身となる寺院跡、穴太
あ の う

の穴太廃寺
あ の う は い じ

の４寺院が発見されて

いる。 

錦 織
にしこおり

における大津京に関する遺構群の方位は、真北に対して約１°24′西に振る角度を

示しており、南滋賀町廃寺の西端を限る塀・溝、同寺周辺の約３町四方には、この方位に合

った方格
ほうかく

地割
ち わ り

が認められる。一方、崇福寺跡、穴太廃寺は、やや方位がずれている。 

４つの寺院がいずれも交通の要衝に立地することから、大津京を防御する性格を合わせ持

っていたのではないかとする説がある。 
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３． 主要な社寺の概要 

壬申
じんしん

の乱により大津京が廃された後、大津は古津
こ つ

（古い港）の名に甘んじてきたが、延暦

13年（794年）の平安京遷都に伴いその外港、「大津」として復活した。ことに大津と平安

京との結びつきを深めたのは仏教である。 

8世紀中頃の保良宮の建設に伴う石山寺の造営、8世紀末頃の最澄による延暦寺の開基、

円珍による園城寺の再興等によって、大津は都の人々の信仰を集め、さながら「仏都」の観

を呈した。また、平安時代には、当時著名であった石山寺、園城寺などが、西国三十三所観

音巡礼の札所となり一層の賑わいを見せた。 

 

≪主要な社寺の概要≫ 

石山寺
いしやまでら

 

縁起では、天 平
てんぴょう

19 年（747 年）聖武
しょうむ

天皇の命で良弁
ろうべん

が開創したと言われる。 

石山の名は、境内の硅灰石
けいかいせき

（天然記念物）に由来する。 

天 平
てんぴょう

宝字
ほ う じ

5 年（761 年）、保良宮の鎮護の寺として寺観が整備された。平安後期には

観音霊場として著名となり、貴族女性らがしばしば参籠した。その後、西国三十三所観音

巡礼の 13 番札所となり、広く庶民にも信仰された。 

室町末期には、その風光が近江八景の一つ「石山
いしやま

の秋 月
しゅうげつ

」として選ばれている。 

現在の本堂は、正 堂
しょうどう

が永 長
えいちょう

元年（1096年）再建で市内唯一の平安建築、礼堂
らいどう

が慶 長
けいちょう

7年（1602年）淀君
よどぎみ

らにより寄進されたもので、ともに国宝。また、多宝塔は源頼朝の

寄進と言われ、建 久
けんきゅう

5年（1194年）建立で国宝。 

 

園城寺
おんじょうじ

 

大 友
おおともの

皇子
お う じ

の邸宅跡にその子与
よ

多
た

王
おう

が創建したと伝えられ、当初は土地の豪族大 友
おおともの

村主
す ぐ り

氏の氏寺で、７世紀後半、白鳳
はくほう

期の古瓦
こ が

が出土している。 

貞 観
じょうがん

８年（866 年）、延暦寺の円珍が天台別院として再興した。正 暦
しょうりゃく

４年（993 年）、

円珍門徒が円仁
えんにん

門徒と対立し、比叡山を下りて同寺に拠り、以後、山門（延暦寺）と寺門

（園城寺）に分かれて抗争した。その結果、堂舎
どうしゃ

は再三戦火に会ったが、足利尊氏
あしかがたかうじ

、北 政 所
きたのまんどころ

（豊臣秀吉
とよとみひでよし

夫人）、豊臣
とよとみ

秀頼
ひでより

、徳川
とくがわ

家康
いえやす

らにより再建された。現在の堂舎はほとんどが江

戸初期に建立、移築されたものである。 

境内は三院からなり、北院
ほくいん

には法明院
ほうみょういん

、中院
なかいん

には金堂
こんどう

・唐院
とういん

・鐘 楼
しょうろう

、南院
なんいん

には観音堂
かんのんどう

などの堂舎
どうしゃ

がある。 

なお、観音堂は西国三十三所観音巡礼の十四番札所として広く信仰を集めている。また、

鐘楼は近江八景の一つ「三井
み い

の晩 鐘
ばんしょう

」で知られる。 



 

12 

 

延暦寺
えんりゃくじ

 

天台宗の総本山。比叡山に広大な寺域を持ち、平安中期に分立した寺門
じ も ん

（園城寺）に対

して山門
さんもん

とも呼ばれる。 

開基の最澄は、延暦 4 年（785 年）比叡山に登り、日吉社
ひ え し ゃ

に付属する仏堂「神宮
じんぐう

禅院
ぜんいん

」

に起居して籠山
ろうざん

修行を始め、同 7 年、薬師堂を創建、比叡山
ひ え い ざ ん

寺
じ

と称した。薬師堂はのちに

一 乗
いちじょう

止観院
し か ん い ん

（根本
こんぽん

中 堂
ちゅうどう

）と呼ばれて、一山
いっさん

の中心堂舎となった。 

最澄の宗教活動は、平安京に遷都した桓武
か ん む

天皇に支持され、延暦 24 年（805 年）に

は入唐
にっとう

して天台
てんだい

山
さん

に学び、翌年、天台宗を開立。以来、平安京の鬼門を守る鎮護国家の道

場として朝廷に信仰され、弘仁
こうにん

14 年（823 年）に延暦寺の寺号を与えられた。 

その後、円仁・円珍が入唐して密教を取り入れて貴族の信仰を集め、平安中期、良 源
りょうげん

の

時には、摂関
せっかん

家の後援で諸堂舎が大整備され、寺領も拡大した。また、多数の僧兵を擁し

て、平安後期、白河
しらかわ

法皇
ほうおう

が「天下
て ん か

三不如意
さ ん ふ に ょ い

」の一つに上げるほどの勢威を誇った。 

一方、宗教的にも、源信
げんしん

が浄土教を広め、また、法然
ほうねん

・親鸞
しんらん

・一遍
いっぺん

・栄西
えいさい

・道元
どうげん

・日蓮
にちれん

ら、中世仏教の開創者を輩出している。 

元亀
げ ん き

2 年（1571 年）織田信長の焼き討ちで一山焼亡したが、豊臣秀吉や徳川氏の手

で復興を見ている。 

境内は三塔からなる。東塔は根本中堂を中心に戒壇院
かいだんいん

・大講堂
だいこうどう

などがある。現在の根本

中堂は寛永
かんえい

17 年（1640 年）の建立で国宝。西塔は釈迦堂
し ゃ か ど う

を中心に法華堂
ほ け ど う

などがあり、

現在の釈迦堂は秀吉が園城寺の弥勒堂
み ろ く ど う

（南北朝期
なんぼくちょうき

）を移したもので重要文化財。横川
よ か わ

には

横川
よ か わ

中 堂
ちゅうどう

を中心に四季講堂などがあり、現在の中堂は昭和 46 年再建。 

 

西教寺
さいきょうじ

 

天台
てんだい

真盛宗
しんせいしゅう

の総本山。寺伝
じ で ん

では、聖徳太子が創建、のち天智天皇から西教寺の勅願を

賜り、平安時代に延暦寺中興の祖良 源
りょうげん

が、続いて横川の源信
げんしん

が庵を結び修行道場とした

と伝えられる。 

その後荒廃したが、室町時代末の文明
ぶんめい

18 年（1486 年）、延暦寺で 20 年間の修行を

積んだ真盛が入寺し再興。当時は、混乱した世相を反映し、宗教界全体が大きな転機を迎

えていたが、真盛は浄土教の先駆者源信
げんしん

の著『往 生
おうじょう

要 集
ようしゅう

』の真義に帰り、戒律の厳守と

称 名
しょうみょう

念仏
ねんぶつ

の励行を説いた。以来、現在に至るまで、絶えることなく念仏は続けられてい

る。 

本堂は桁行 7 間、梁間 5 間の壮大なもので、平安期の丈 六
じょうろく

阿弥陀
あ み だ

如来
にょらい

坐像
ざ ぞ う

（重要文化

財）を本尊としている。また、客 殿
きゃくでん

（重要文化財）は伏見城の遺構を移したものと伝え

られ、内部には狩野派
か の う は

の画家による人物・花鳥
かちょう

襖絵
ふすまえ

があり、一室には京都
きょうと

岡崎
おかざき

法勝寺
ほっしょうじ

伝来

の秘仏薬師如来坐像
や く し に ょ ら い ざ ぞ う

（重要文化財）を安置。 

元亀
げ ん き

2 年（1571 年）織田信長の山門（延暦寺）焼き討ちに際し焼失するが、その後

明智光秀が総門・庫裡
こ り

などを寄進。その関係から境内には光秀の墓が残されている。 
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日吉大社
ひ よ し た い し ゃ

 

平安初期、延暦寺の三代座主円仁
えんにん

の頃、一山守護の地主神、天台宗
てんだいしゅう

守護の護法神
ご ほ う し ん

とさ

れ、中国天台山の守護神明にならって山王
さんのう

と呼ばれた。延暦寺の発展と並んで整備された

と見られ、平安初期は比叡神
ひ え の か み

（大宮
おおみや

）と小比叡神
こ ひ え の か み

（二宮）のニ神であったものが、やがて

山王七社、さらに平安末期には山王二十一社となっている。 

境内は、東本宮
ひがしほんぐう

と西本宮
にしほんぐう

の２区域からなる。東本宮は境内西にそびえる八王子山
は ち お う じ や ま

（牛尾
う し お

山）に鎮座した土着の大山咋神
おおやまくいのかみ

（小比叡
こ ひ え

）を祀ったもの。山頂には巨岩（岩座
いわくら

）があり、

八王子宮（大山咋神
おおやまくいのかみ

）と三 宮
さんのみや

（玉依姫神
たまよりひめのかみ

）がある。この山宮
やまみや

に対する里宮
さとみや

がそれぞれ二

宮と樹下宮
じゅげのみや

である。 

一方、西本宮
にしほんぐう

は大津京遷都に当たって大和の三輪
み わ

明 神
みょうじん

（大己貴神
おおなむちのかみ

・大比叡
お お ひ え

）を勧請し

たものと伝えられ、三輪明神を祀る大宮
おおみや

の他、八幡神
はちまんじん

を祀る宇佐宮
う さ ぐ う

、白山姫神
しらやまひめのかみ

を祀る

白山宮
しらやまぐう

がある。なお、社殿は大半が桃山・江戸初期で重要文化財、両本殿は国宝。 

 

建部
た け べ

大社
たいしゃ

 

古代日本の軍事的統一に活躍した伝説上の英雄日 本 武 尊
やまとたけるのみこと

を祭神とする古社。天武
て ん む

天皇

4 年（675 年）神崎
かんざき

郡
ぐん

建部
た け べ

郷
ごう

から瀬田
せ た

の東、大野山
お お の や ま

上に遷座、さらに天 平
てんぴょう

勝 宝
しょうほう

7 年（755

年）近江国の軍団の長の建部
た け べ

氏が山麓の現在地に移して、近江一の宮としたと伝えられる。 

平安時代には正一位
しょういちい

に叙されるなど朝廷の信仰も厚く、鎌倉時代には軍神として源頼朝

を始め武家の信仰を集めた。 
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４． 中世・近世における都市形成の経緯 

中世になると、近江国内の水陸の交通路は、東国・北国庄園から京都への年貢上納ルート

として、一層の繁栄を見た。この交通の発達を背景に、例えば、延暦寺支配の堅田
か た た

・坂本
さかもと

関

のように、交通の要衝には関銭収入を目的とした関所が多数設けられた。 

琵琶湖の最狭部に当たる堅田は往還する船を掌握して湖上交通を支配した。一方、坂本・

大津は物資中継港として栄え、京都への陸運を担う馬借
ばしゃく

の根拠地ともなった。 

近世には、元亀
げ ん き

2年（1571年）織田信長による延暦寺の焼き討ち後、明智光秀により膝

下の下坂本の湖岸に坂本城が築かれた。当時の下坂本は京への近道とされた山中越や湖西
こ せ い

の

北国街道及び琵琶湖航路を抑える格好の地であった。その後、政権が豊臣秀吉に握られるや、

京・大坂・伏見と東国・北国とを結ぶ交通の拠点として大津が重視され、天 正
てんしょう

14年（1586

年）頃に大津城が築かれた。 

徳川家康政権も秀吉の政策を引き継ぎ、慶 長
けいちょう

7年（1602年）、大津を東海道の宿に指定、

幕府の直轄都市として大津代官を置き、大津の掌握に力を入れた。大津はこれ以降、宿場町・

港町として賑わいを見せた。また、湖南の膳所
ぜ ぜ

崎には膳所城が築かれ、城下町が整備され、

北部の堅田では堅田藩が独自の民政を行っていた。 

 

≪主要都市の形成経緯≫ 

堅
かた

 田
た

 

琵琶湖の最狭部に当たる堅田は、中世より「諸浦
しょうら

の親郷
おやごう

」としての先導的地位を保ち、

往還する船を掌握して湖上交通を支配した。また、湖上の漁業権をも押さえていた。 

このような湖上交通、漁業による町の発展は宗教の展開にも密接な関係を持ち、堅田の

本福寺
ほ ん ぷ く じ

を中心とした堅田門徒の活躍は注目に値する。 

また、地侍層の殿原衆
とのばらしゅう

と自営農漁民層の全人衆
まとうどしゅう

とからなる堅田衆の力によって町が組

織化されるなど、独自の民政が行われていた。 

 

坂
さか

 本
もと

 

坂本は平安時代初めに延暦寺が建立されてから門前町として発達し、湖上を渡る物資も

多く、延暦寺の荘園から入る貢物が集散する都市として繁栄し、中世には人口１万数千人

が居住する程の繁栄ぶりであった。 

延暦寺の焼き打ちにより一時衰退するが、その後元亀
げ ん き

2 年（1571 年）、織田信長配下

の明智光秀は下坂本の湖岸に壮麗な天守を持つ坂本城を築き、城下町として繁栄を取り戻

した。 

この城は天 正
てんしょう

10 年（1582 年）本能寺の変の後に焼失したが、豊臣秀吉が再建し、

同 14 年頃に城が大津に移るまでこの地にあった。坂本城の移設後、城下町としての賑わ
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いは失ったが、500 石を領した延暦寺の門前町として、北陸との交通の要衝として人々

を集めた。 

 

大
おお

 津
つ

 

大津は中世から琵琶湖の港として発達したまちであり、豊臣秀吉が蔵入地の年貢を輸送

したり、征韓の役に兵糧を集めるため、北国から琵琶湖に転送したことから、京都・伏見・

大坂への起点として大津港が一段と繁栄することとなった。 

天 正
てんしょう

14 年（1586 年）頃、当時坂本城主であった豊臣秀吉配下の浅野
あ さ の

長吉
ながよし

（長政
ながまさ

）

が坂本城を大津の湖岸に移し大津城を築城した。慶 長
けいちょう

5 年（1600 年）関ヶ原合戦の際

の籠城戦により大きな被害を受け、城は膳所へ移された。大津城本丸跡地は大津代官所と

幕府直轄領からの年貢米を保管する御蔵として転用、また堀の一部が埋め立てられ湖岸の

関（荷揚げ場）とされるなど、商業都市への第一歩を踏み出した。 

その後、大津町は琵琶湖水運による諸物資の集荷港として、また、東海道の宿場として

江戸時代初期から一層の繁栄を見せ、元禄
げんろく

年間（1688～1704 年）には人口 19,000

人、町数 100 の都市へと成長した。湖岸には 13 ヶ所の関（荷揚げ場）が造られ、多く

の丸子船
ま る こ ぶ ね

が発着し、大名・旗本の蔵屋敷が軒を連ねていた。一方、北国街道と東海道の分

岐点に当たる札
ふだ

の辻
つじ

には、宿場の人足や伝馬を調達する人馬
じ ん ば

会所
かいしょ

が置かれ、また、八丁筋
はっちょうすじ

には旅籠や本陣が建ち並んでおり、付近は運送業者や旅籠の客引き、往来する旅人などで

混雑しており、宿場町としての賑わいを見せていた。 

また、江戸時代の大津町は商業都市として繁栄したが、そこで生み出された豊かな経済

力は町人文化に活力を与え、やがて文学・絵画・工芸など多くの分野で花を咲かせた。中

でも、江戸時代初期に始まる大津
お お つ

祭
まつり

はそのような町人文化を代表するものとして、現在

も受け継がれている。 

 

膳
ぜ

 所
ぜ

 

膳所城は、膳所の地が交通上、大津・坂本を抑え、京への警護にも都合がよい位置で軍

事的要求があったため、慶長 6 年（1601 年）に徳川家康の命により大津城を相模川河

口の膳所崎に移すかたちで築かれた。 

城下町は、西 庄
にしのしょう

・木下
きのした

・膳所
ぜ ぜ

・中 庄
なかしょう

・別保
べ っ ぽ

の膳所 5 ヶ村で形成され、北の大津口、南

の瀬田口の 2 ヶ所に惣門が置かれ、城下町を通る人々を監視した。城下町の規模は 貞 享
じょうきょう

２年（1685 年）で侍屋敷 499 軒、町屋 409 軒、寺 22 の合計 930 軒、人口 3,094

人であった。 

また、膳所藩には松尾
ま つ お

芭蕉
ばしょう

がしばしば訪れ、文学を盛んにした。義仲寺
ぎ ち ゅ う じ

に芭蕉の墓があ

り、句碑も多く、石山の幻住庵
げんじゅうあん

跡など周辺地域も含めて俳句の遺跡が多く見られる。 


